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　Purse⑤ 3階執務室：ユニバーサルタイプの執務空間。中間層に位置し建物全体の中で比較的安定的な環境。時間帯や季節に応じて折戸を解放し外部化する。　Purse⑥ 3 階縁側テラス：3640mm跳ね出している縁側テラスは時間帯や季節に応じて居室としての振る舞いを見せる。

　Purse③ 5 階執務室：ペリメータの最小寸法を解析によって導き、吸い込み口高さ 300mmと過剰に設えることで椅子としても利用できるよう計画している。　Purse④ 5 階縁側テラス：環境をろ過するファサードは人の手で稼働可能。その時の気分に合わせて各人が動かしたファサードが街に対しての顔となる。

　Purse① 7 階執務室：フリーアドレスタイプの執務空間。個々人の感覚に対し、建具等を稼働することで時々刻々と変化する環境に対応することができる。　Purse② 7 階縁側テラス：2730mm跳ね出している縁側テラスは、時に強い外部環境をいなす緩衝帯となり、また気分を変えるための場所ともなる。

「環境選択権」を持つ建築の提案
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　技術の発展に伴い、建築は機械によって制御されること
で、場所に依存することなく常に安定で快適な空間を提供
することが可能となった。

fig1) 建築の機械化を促したドミノ

　機械化する近代建築

fig2) 画一で安定した環境
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　一方で伝統的日本建築は、常に安定的な環境を提供する
ことはできないが、住まい手が自ら建具等を開閉すること
で周囲のミクロな環境をほんの少しだけ心地よくできる。

fig3) 日本建築の事例　瑠璃光院

　伝統的日本建築に習う

fig4) 多様で斑のある環境
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　先事例のようなパッシブな手法で、心地良いと感じるミ
クロな環境を享受できる権利を「環境選択権」と名付け、
近代建築との統合を試作することを本提案の目標とする。

fig5) ダイアグラムと「環境選択権」

　「環境選択権」 05　用途：オフィスビル
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　敷地は東京都渋谷区。敷地が谷底に位置するため微気候
が形成され、 周辺環境を読み解くためには詳細な解析が必
要。

fig7) 広域敷地航空写真

　敷地：東京都渋谷区

fig8) 広域敷地モデル
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　初期検討から詳細検討の各段階で、様々な環境を等価に
評価し設計を行うことで、総合的に快適な建築空間を検討
できるプロセスを採用した。

熱負荷：EnergyPlus

　設計プロセス

快適性：FlowDesigner＋EnergyPlus

熱環境：Ladybug 光環境 ：Honeybee風環境：FlowDesigner

fig6) 設計プロセス

　画一で安定的な環境に「環境
選択権」をもたらす装置を重ね
合わせることで多様で斑のある
環境を目指す。

「環境選択権」に関わる
装置の代表事例

エ
ネ
ル
ギ
ー

快
適
性

熱
・
風
・
光
環
境

渋谷駅

Site
N

07　気象分析

　上記の気象データを分析すると、年間 50%以上の時間が自然換気適用期間となる。UTCI の結果から、春 4-6 月・夏 7-9 月・
秋 10-11 月・冬 12-3 月と定義し検討を進める。

　用途はオフィスビル。最も機械制御が進むビルディング
タイプの一つであり、また働き方の多様化から新しい付加
価値が問われる過渡期のプログラム。

～ 統 合 設 計 手 法 の 習 作 ～

fig9) 敷地航空写真 fig10) 敷地モデル
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手すり：
溶融亜鉛めっき

木梁：
910×910

鉄骨梁：
910×910

外装建具：
溶融亜鉛めっきリン酸処理

軒天：
ヒノキ t=150

土壌：
湿性多孔質人工土壌 (80％)
＋高有機土壌活力肥料 (20％)
スコップ止め：
高密度ポリエチレンネット
透水フィルター：
ＦＤフィルター
耐根補助フィルム：
ＦＤフィルム＋ＦＲＰ防水

縁側テラス床：
フローリング t=15mm

遮光防風カーテン

床：
ヒノキ t=150
遮音マット t=6
強化 PB t=21×2
構造用合板 t=100 床：

木調ビニル床タイル h=7
OA フロア h=300
遮音マット t=6
強化 PB t=21×2
構造用合板 t=100

天井：
漆喰塗装
PB t=9.5 捨て貼り
木軸下地
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視認性の確保

卓越風

3,640 7,280

４階　平面図 8階　平面図

3階　平面図 7階　平面図

2階　平面図 6階　平面図

1階　平面図 5階　平面図

1：エントランス・ロビー
2：事務室
3：受付
4：守衛室
5：従業員通用口
6：応接室

1

13：会議室
14：執務室（フリーアドレスタイプ）
15：執務室（ユニバーサルタイプ）
16：図書室
17：キッチンスペース
18：収納スペース
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7：メール室
8：倉庫
9：打合せ室
10：PS・EPS
11：WC
12：DS

SK
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Purse⑤

Purse⑥

Purse①

Purse②

　平面図　Scale = 1/300 　7 階平面図　Scale = 1/150

　3 階平面図　Scale = 1/150

　断面詳細図　Scale = 1/50



熱負荷

WebProgram 標準モデルを本敷地に配置した際の空調負荷は 150MJ/
㎡程度、中間期快適時間率は 10％以下であることをそれぞれ確認。
パッシブ⼿法により空調負荷 30％削減を⽬指す。

■空調負荷と中間期における快適時間率

冷房負荷はピーク⽉の 8 ⽉で 20kWh/ ㎡程度、暖房負荷はピーク⽉
の 1 ⽉ 8kWh/ ㎡程度であることを確認。年間負荷を考慮すると冷房
負荷＞暖房負荷であるため、⽇射遮蔽などによる冷房負荷削減が重要
である。

スケジュールは WebProgram における事務所の各室条件と同⼀条件
とした。

・執務室

・会議室

■⽉別熱収⽀推移 (WebProgram 標準モデル )

■シミュレーションモデル図

■設定スケジュール ( 抜粋 )

DesignProcess

諸条件整理諸条件整理 Phase0 周辺分析Phase0 周辺分析

Phase1 基本計画 (外部遮蔽物：庇、平⾯計画：コンセプト・周辺分析から設計 )Phase1 基本計画 (外部遮蔽物：庇、平⾯計画：コンセプト・周辺分析から設計 )

Phase0 周辺分析Phase0 周辺分析

8 階8 階

7階7階

6階6階

5階5階

4階4階

3階3階

2階2階

1階1階

⾵環境
問題点：中間期には⻄⾯が表
⾯⾵圧係数が⾼いことを確認
。ウィンドウキャッチャー等を
使⽤することで更なる⾃然換
気効果が⾒込める。

光環境
問題点：4階以上は夏期の⻄
⽇が強く、ペリメータにおける
机上⾯照度は過剰になってい
る。グレアも懸念される。

光環境
問題点：南⾯上層階（4階以上
）は中間期、冬期においてペリ
メータにおける机上⾯照度は
過剰であることを確認。

熱環境
問題点：年間を通じて⽇射熱
取得があるため、夏期、中間
期のオーバーヒートに注意

熱環境
問題点：年間を通じ、4〜8階
で東⽇が当たるため、⽇射熱
取得量が多くなると考えられ
る。

熱環境
問題点：夏期、中間期は⻄⽇
が強いため、注意。適切な⽇
射遮蔽計画が必要。

熱環境
改善点：5〜8階において
夏期のに⻄⽇を抑制でき
ていることを確認。熱負荷
としても削減できている。

熱環境
改善点：庇により、南⾯の⽇
射遮蔽に寄与している。熱
負荷削減に寄与しているも
のと考えられる。

光環境
問題点：南⾯会議室は⽇射
抑制ができているものの、
机上⾯照度が⾼いため、対
策が必要と考えられる。

光環境
問題点：外装建具により、
⻄⾯においてUDIが低下
している。外装建具の開閉
操作、間仕切り壁調整など
が必要と考えられる。

⾵環境
改善点：外装建具が微⼩な
がらもウィンドウキャッチャ
ーとしての機能を果たし、⾃
然換気導⼊が可能となった。

8 階8 階

7階7階

6階6階

5階5階

4階4階

3階3階

2階2階

1階1階

熱環境
問題点：年間を通じ、4〜8
階で東⽇が当たるため、⽇
射熱取得量が多くなると考
えられる。

Step.2 解析まとめStep.2 解析まとめ

Step.2 解析まとめStep.2 解析まとめ

Step.3 平⾯計画Step.3 平⾯計画

Step.3 平⾯計画Step.3 平⾯計画

 約 320 ⼈が勤務できる外資系企業の⾃社オフィスビルの設計。⼀⼈あたりの
オフィス⾯積を 12.5m2/ ⼈とすると必要⾯積は約 4000m2。基準階の⾯積は敷
地⾯積から考えると約 477m2。そこで８階建て約 3800m2の規模を⽬標に設計
を⾏う。

建築概要
主要⽤途：⾃社オフィス
延床⾯積：3800m2
収容⼈数：320 ⼈
専有⾯積：12.5m2/ ⼈

最⾼⾼さ：32m
階数  ：地下 1階・地上 8階
構造  ：S造 ( 地下 1~4 階 )
     ⽊造 (5~8 階 )

 フェイズごとに各指標で問題となる項⽬を抽出し、次フェイズにおいて、そ
の問題を解決できるような設計所作を⾏うことで環境改善を⾏う。
 ⽇本的建具をオーバーレイすることで中間期の快適時間を増加させることを
⽬的とする。

燃えしろ層

鉄骨

1. モジュール

 ファサードや間仕切りに⽊造建具を設えるため、ジオメトリーを⽊造⼨法の
910mm の倍数かつ、経済スパンである 7200mm に近い 7280mm で設定。

▲本提案で用いる 7280mm

72
80

91
0

910

2. 構造形式

 最上階から数えて 4 層と、それよりも下階では要求される耐⽕性能が異なるた
め、1~4 階を鉄⾻造とし化粧に⽊材を、5~8 階を⽊造とする。

▲構造形式

1時間
耐火構造

2時間
耐火構造

最上階から
数えて４階

上記の
階以外

木造

鉄骨造

▲構造躯体の考え方

1~4 階の柱・梁断面 5~8 階の柱・梁断面

建築諸条件建築諸条件
諸条件整理構造形式

諸条件整理建築規模

諸条件整理解析評価⽅法・⽬的

熱負荷

庇と外装建具により熱負荷を約 23％削減23％削減できており、中間期快適時間
率も向上していることを確認。

■空調負荷と中間期における快適時間率

冷房負荷はピーク⽉の 8 ⽉で 18kWh/ ㎡程度、暖房負荷はピーク⽉
の 1 ⽉ 4kWh/ ㎡程度であることを確認。

■⽉別熱収⽀推移 ( 庇・外装建具あり )

■シミュレーションモデル図

■設定スケジュール ( 抜粋 )

ススケジュールは WebProgram における事務所の各室条件と同⼀条
件とした。

・執務室

・会議室

1：エントランス・ロビー
2：事務室
3：受付
4：守衛室
5：従業員通用口
6：応接室

13：会議室
14：執務室（フリーアドレスタイプ）
15：執務室（ユニバーサルタイプ）
16：図書室
17：キッチンスペース
18：収納スペース

7：メール室
8：倉庫
9：打合せ室
10：PS・EPS
11：WC
12：DS

▲　2階　平面図

▲　1階　平面図

▲　3階　平面図

▲　4階　平面図

▲　6階　平面図

▲　5階　平面図

▲　7階　平面図

▲　8階　平面図
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17：キッチンスペース
18：収納スペース

7：メール室
8：倉庫
9：打合せ室
10：PS・EPS
11：WC
12：DS

▲　2階　平面図

▲　1階　平面図

▲　3階　平面図

▲　4階　平面図

▲　6階　平面図

▲　5階　平面図

▲　7階　平面図

▲　8階　平面図
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DesignProcess

Phase3 詳細設計 (外部遮蔽物：外装建具 _透過率 70％、平⾯計画 : ペリメータ FL-300mm、天井⾯遮光防⾵カーテン設置 )Phase3 詳細設計 (外部遮蔽物：外装建具 _透過率 70％、平⾯計画 : ペリメータ FL-300mm、天井⾯遮光防⾵カーテン設置 )

Phase2 詳細設計 (外部遮蔽物：外装建具 _透過率 70％、平⾯計画：執務室間仕切りなし、会議室→室中央配置 )Phase2 詳細設計 (外部遮蔽物：外装建具 _透過率 70％、平⾯計画：執務室間仕切りなし、会議室→室中央配置 )

2000

0

400

800

1200

1600

cd/m2

2000

0

400

800

1200

1600

cd/m2

５F７F の快適性が際⽴って悪い状態であることが
確認できる。

快適性

■冷房期→中間期 部屋別平均 SET*
 10/3 8:00 -  20:00 

■暖房期→中間期 部屋別平均 SET*
 5/1 8:00 - 20:00 

■暖房期→中間期 部屋別平均 SET*
 5/1 8:00 - 20:00 

■冷房期→中間期 部屋別平均 SET*
 10/3 8:00 -  20:00 

窓を開放すること・⾵の通り道を作ることで
快適性は⼤幅に改善された。

快適性
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熱環境(5F)
暖房期から中間期へと移り変
わりの時期の午後は南⾯が
22℃程度まで室温が低下し、
窓を⼤きく開放しない状態で
も⾃然室温で快適な空間が
実現できている。

熱環境(5F)
問題点：冷房期から中間期へ
の移り変わり時期では部分的
にオーバーヒートが発⽣した。

熱環境（7,8F）
問題点：⽇射遮蔽を施しているものの、
他階と⽐べて⽇射取得量が多く、オーバ
ーヒートしやすい。

熱環境（7,8F）
問題点：中央の個室に⾵の流れが妨げ
られ、ガラリから導⼊した外気が均⼀に
循環せず、上下分布・平⾯分布共に温度
ムラが⽣じる時間帯がみられる。

熱環境
低層階は⽇射取得がほとん
ど得られないため、室内温度
は上層階と⽐較して低く推移
した。

光環境
改善点：外装建具の操作によ
り、適宜、執務者が昼光利⽤
可否を選択することで光環境
を調整することができる。
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熱環境(7,8F)
改善点：phase2では東側か
らの直達⽇射が強く、9:00の
時点で体感温度が35℃を超
える環境になっていたが、
phase3では9:00時点の最も
暑いところで32℃程度とな
り、快適性改善効果が確認さ
れた。

熱環境(5F)
改善点：⾵通しが悪く、温度
上昇が起きていた中央の個
室は壁の仕様の変更により、
⾵通しをよくした。phase3で
はオーバーヒートが抑制さ
れ、温度ムラが⼩さくなった。
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Step.3 解析まとめStep.3 解析まとめ

Step.3 解析まとめStep.3 解析まとめ

Step.2 光環境解析Step.2 光環境解析

Step.2 光環境解析Step.2 光環境解析
( グレア評価 )( グレア評価 )

Case.1 外装建具なしCase.1 外装建具なし

Case.2 外装建具ありCase.2 外装建具あり

Step.1Step.1

Step.1Step.1


